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平成6年度事業報告

平成6年　5月20日　第1回役員評議員会及び基金運用委員会

5月28日　平成6年度総会及び嶋田先生退官記念祝賀会（名古屋）

9月16日　第2回役員評議員会及び基金運用委員会

10月30日　会報第41号発行

平成7年　2月15日　第3回役員評議員会及び基金運用委員会

3月31日　第4回役員評議員会及び基金運用委員会

3月31日　会報第42号発行

その他新入生歓迎会、こうより補助、卒業・修了記念品贈呈

平成6年度決算報告

収入の都　　　予　算　　　　　決　算　　　　　　備　　考

470名

平成6年度総会より

前年度繰越金　　　￥469，904　　　　￥469，904

会費収入　　　　￥1，000，000　　　￥1，095，000

雑収入　　　　　　　￥5，000　　　　　￥60，000

預金利子　　　　　　￥5，000　　　　　￥5，493

計　　　　￥1，479，904　　　￥1，630，397

支出の都　　　予　算　　　　　決　算　　　　　　備　　考

会報41、42号

会報発送・会議連

絡・振替手数料

役員・評議員会

会報発送アルバイト

プリンタトナー、タ

ックシー）レ

弔電

￥500，000　　　　　￥366，896

￥400，000　　　　　￥301，832

￥250，000　　　　　￥152，382

￥100，000　　　　　　￥32，000

会報印刷費

郵送通信費

会議費

人件費

三翠会連絡協議会　　￥30，000　　　　　￥20，000

負担金

事務費　　　　　　￥150，000　　　　￥52，782

予備費　　　　　　　￥49，904　　　　　￥2，822

計　　　　￥1，479，904　　　　￥928，714

差引残高　　　　　　　￥0　　　　￥701，683　　　次年度繰越金

平成7年度事業計画

第1回役員評議員会及び基金運用委員会

平成7年度総会及び薮本先生退官記念祝賀会（三重大学）

第2回役員評議員会及び基金運用委員会

会報第43号発行

第3回役員評議員会及び基金運用委員会

第4回役員評議員会及び基金運用委員会

会報第44号発行

平成7年　5月30日

6月3日

7月

9月

12月

平成8年　1月

3月

その他新入生歓迎会、こうより補助、卒業・修了記念品贈呈

平成7年度予算

収入の部　　前年度実績　　　　　予　算　　　　　　　備　　考

前年度繰越金　　　￥469，904　　　　￥701，683

会費収入　　　　￥1，095，000　　　　￥900，000

雑収入　　　　　　　￥60，000　　　　　￥5，000

預金利子　　　　　　　￥5，493　　　　　￥5，000

計　　　　￥1，630，397　　　￥1，611，683

支出の部　　前年度実績　　　　　予　算　　　　　　　備　　考

会報43、44号

会報発送・会議連絡

役員・評議員会

会報発送アルバイト

￥366，896　　　　　￥400，000

￥301，832　　　　　￥320，000

￥152，382　　　　　￥200，000

￥50，000

￥30，000

￥70，000

￥541，683

￥32，000

会報印刷費

郵送通信費

会議費＼
ヽ㌔

人件費

三翠会連絡協議会　　￥20，000

負担金

事務費　　　　　　　￥52，782

予備費　　　　　　　￥2，822

￥1，611，683計　　　　　￥928，714

差引残高　　　￥701，683
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化
辛
会
の
今
日
ま
で
を
振
返
　
立
派
に
会
を
運
営
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
　
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
身
に
余
る
光
　
ご
ざ
い
ま
し
て
、
長
幼
の
序
は
あ
れ
　
は
か
ね
が
ね
同
窓
生
と
か
同
窓
会
と
　
す
れ
は
と
思
い
皆
様
の
こ
理
鮒

代
会
長
が
車
起
　
っ
た
こ
と
に
か
ね
が
ね
敬
服
し
て
お
∴
栄
と
恐
縮
す
る
と
共
に
、
果
た
し
て
　
と
も
、
．
様
の
社
会
、
役
所
や
会
社
　
は
そ
の
気
持
ち
を
よ
り
強
く
よ
り
‥
同
　
協
力
を
お
酬
い
し
て
会
長
就
什

重
大
な
責
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
　
の
様
な
画
然
と
し
た
階
層
社
会
で
は
　
く
醸
成
し
て
、
産
、
学
、
官
、
各
界
　
挨
拶

∴
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新
装
な
っ
た
大
講
義
室
に
て

新
会
長
に
福
田
氏
（
大
1
）
選
出
〃

新
た
に
女
性
副
会
長
が
お
か
れ
る

併
せ
て
三
重
県
支
部
総
会
開
催

平
成
七
年
度
三
翠
化
学
会
総
会

は
、
六
月
三
日
㊥
新
装
な
っ
た
三
重

大
学
生
物
資
源
学
部
大
講
義
室
に
お

い
て
、
退
官
さ
れ
た
赤
木
、
熊
澤
両

先
生
は
じ
め
現
職
教
官
七
名
の
ご
出

席
を
得
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
本
会
副

会
長
を
二
期
つ
と
め
ら
れ
、
多
大
を

貢
献
を
頂
い
た
薮
本
先
生
の
定
年
退

官
を
お
祝
い
し
て
、
退
官
記
念
祝
賀

会
が
も
た
れ
た
。

総
会
は
十
一
時
に
開
始
さ
れ
、
嶋

田
会
長
の
挨
拶
と
、
来
賓
と
し
て
御

列
席
賜
っ
た
コ
ー
ス
主
任
山
田
教
授

に
お
話
を
頂
い
た
後
、
議
長
に
大
学

九
回
の
今
井
滋
氏
、
議
事
録
著
名
人

に
大
学
三
一
回
の
稲
垣
卓
次
氏
を
選

出
し
議
事
に
入
っ
た
。
議
事
は
例
年

ど
お
り
平
成
六
年
度
の
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
担
当

監
事
、
幹
事
か
ら
行
わ
れ
た
後
、
基

金
の
概
要
報
告
が
入
院
中
の
高
橋
担

当
理
事
に
か
わ
っ
て
嶋
田
会
長
か
ら

行
わ
れ
た
。
ひ
き
つ
づ
い
て
、
役
員

人
事
に
入
り
、
平
成
七
、
八
年
度
理

事
が
選
ば
れ
、
会
長
に
大
学
一
回
の

福
田
映
氏
が
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ

た
。
副
会
長
は
、
本
年
度
か
ら
従
来

の
二
名
か
ら
三
名
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
昨
今
の
女
子
学
生
の
増
加
に
伴

い
会
員
中
に
し
め
る
女
性
の
割
合
が

急
増
す
る
こ
と
を
う
け
、
女
性
の
副

会
長
を
お
く
こ
と
が
昨
年
度
の
総
会

で
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
副
会
長
と
し
て
渋
谷
明
氏

（
大
田
）
、
杉
崎
清
子
氏
（
大
一
六
、

女
性
か
ら
）
、
小
畑
仁
氏
（
大
一
五
、

学
内
か
ら
）
の
三
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
直
ち
に
新
会
長
の
挨
拶
と
評

議
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
、
ひ
き
つ
づ

い
て
平
成
七
年
度
事
業
計
画
、
予
算

案
が
提
案
さ
れ
、
新
し
い
役
員
の
下

に
本
会
の
更
な
る
発
展
の
気
運
が
感

じ
ら
れ
た
。
新
役
員
は
別
紙
の
と
お

り
○

総
会
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
同
期
（
大

四
）
の
渋
谷
副
会
長
の
司
会
で
、
定

年
退
官
さ
れ
た
薮
本
義
雄
先
生
に

「
付
属
農
場
の
今
昔
」
と
題
し
て
ご

講
演
頂
い
た
。
お
話
は
、
製
造
実
習

を
中
心
と
し
て
、
農
場
が
上
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
あ
っ
た
当
時
の
こ
と
に

始
ま
り
、
三
重
大
の
整
備
拡
充
に
伴

う
高
野
尾
移
転
の
ご
苦
労
話
が
な
つ

か
し
い
写
真
（
昔
と
今
の
写
真
が
配

布
さ
れ
た
）
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
、

農
場
と
と
も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
薮

本
先
生
な
ら
で
は
の
感
銘
深
い
も
の

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
お
話
は
ご
研
究

の
事
に
も
及
び
、
茶
樹
の
施
肥
や
減

農
薬
栽
培
の
お
話
が
あ
り
、
最
後
に

農
場
の
新
茶
が
配
布
さ
れ
、
参
加
者

を
喜
ば
せ
た
。
ま
た
杉
崎
新
副
会
長

か
ら
花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
大
学
祭
の
中
日
で
、
各
種

の
催
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
永

い
伝
統
に
な
っ
て
い
る
農
芸
化
学
展

が
田
口
教
官
（
大
一
七
）
の
案
内
で

先
輩
方
に
ご
覧
頂
け
て
、
展
示
を
担

当
し
た
三
年
次
の
学
生
も
面
目
を
ほ

ど
こ
し
た
。
農
芸
化
学
展
は
、
模
擬

店
の
目
立
つ
大
学
祭
の
催
し
の
中

で
、
数
少
な
い
専
門
を
生
か
し
た
展

示
で
あ
り
、
ご
覧
頂
い
た
先
輩
方
に

も
、
農
芸
化
学
の
伝
統
が
絶
え
る
こ

と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
頂
け
た
。

懇
親
会
・
薮
本
先
生
退
官
記
念
祝

賀
会
は
、
新
築
さ
れ
た
講
堂
（
三
翠

ホ
ー
ル
）
横
の
第
二
食
堂
で
渋
谷
副

会
長
の
進
行
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
頂
い
た
赤
木
盛

郎
先
生
に
ご
挨
拶
頂
い
た
後
、
松
田

英
治
氏
（
専
一
）
の
音
頭
で
乾
杯
し

祝
宴
に
入
っ
た
。
薮
本
先
生
を
囲
ん

で
話
に
花
が
咲
く
う
ち
時
が
た
っ

て
、
恒
例
の
正
調
応
援
歌
を
今
西
氏

（
専
一
）
の
発
声
で
吟
唱
し
、
渡
辺

元
会
長
（
専
一
）
の
発
声
で
万
歳
を

三
唱
し
て
お
開
き
に
な
っ
た
。

三
重
県
支
部

総
会
報
告

三
翠
化
学
会
総
会
終
了
後
、
三
重

県
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
近
藤
支

部
長
（
大
二
）
に
よ
る
会
務
報
告
の

あ
と
役
員
人
事
が
行
わ
れ
、
次
期
支

部
長
と
し
て
池
山
祥
久
氏
（
大
一
六
）

が
選
任
さ
れ
た
。
三
重
県
支
部
な
ら

び
に
三
翠
会
三
重
県
支
部
連
絡
協
議

会
新
役
員
は
別
紙
の
と
お
り
。

薮
本
義
雄
先
生

定
年
退
官
記
念
祝
賀
会

農
製
研
究
O
B
会
を

「
三
翠
あ
す
な
ろ
会
」
と
命
名

薮
本
義
雄
先
生
は
三
重
大
学
農
学

部
農
芸
化
学
科
を
昭
和
三
一
年
三
月

に
御
卒
業
さ
れ
、
直
ち
に
三
重
大
農

学
部
附
属
農
場
に
奉
職
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
は
永
年
農
場
の
農
産
加
工

分
野
で
の
研
究
教
育
に
御
尽
力
さ

れ
、
優
秀
を
人
材
を
世
に
送
ら
れ
、

こ
の
度
平
成
七
年
三
月
三
一
日
を
も

っ
て
定
年
退
官
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
祝
賀
会
を
去
る
平
成
七

年
五
月
二
十
日
出
十
二
時
よ
り
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
油
津
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
薮
本
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
は

じ
め
に
今
井
、
勝
崎
両
先
生
の
司
会

で
小
宮
の
挨
拶
、
前
田
巌
氏
（
大
一
）

の
卒
業
生
を
代
表
し
て
お
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
薮
本
先
生
の
お
言
葉
を
頂

戴
し
た
あ
と
、
福
田
映
氏
（
大
一
）

の
音
頭
取
り
で
乾
杯
し
、
祝
宴
に
入

っ
た
。
出
席
者
は
先
生
を
囲
み
、
総

勢
四
〇
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
会
半
ば

に
し
て
司
会
を
渋
谷
明
氏
（
大
四
）

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
奈
良
省
三

先
生
か
ら
の
お
祝
辞
を
賜
り
、
つ
づ

い
て
渡
辺
和
巳
氏
（
専
一
）
、
庄
山

孝
義
氏
（
専
一
）
、
高
野
隆
男
氏
（
専

三
）
、
古
川
千
和
氏
（
大
四
）
の
方

が
た
の
お
祝
い
の
お
言
葉
と
思
い
出

を
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
板
谷
昇

次
氏
（
大
五
）
か
ら
の
変
え
歌
で
さ

ら
に
宴
を
盛
り
た
て
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
、
同
窓
生
を
代
表

し
て
花
山
信
勝
氏
（
大
四
）
か
ら
薮

本
先
生
へ
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
に
あ

た
っ
て
は
い
当
日
こ
の
会
に
出
席
出

来
な
か
っ
た
卒
業
専
攻
生
多
数
の
方

が
た
か
ら
の
拠
出
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
渋
谷
氏
よ
り
今
後
の
農
製

研
究
O
B
会
の
名
称
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
な
さ
れ
、
「
三
翠
あ
す
な
ろ

会
」
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
会

も
大
詰
め
を
迎
え
四
年
生
の
小
川
富

貴
子
さ
ん
よ
り
先
生
へ
花
束
が
渡
さ

れ
、
最
後
の
締
め
く
く
り
を
鍬
柄
修

氏
（
大
二
一
）
の
音
頭
取
り
で
万
歳

三
唱
し
て
、
午
後
三
時
頃
に
会
を
閉

じ
ま
し
た
。
　
（
小
宮
孝
志
　
記
）
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今
年
の
六
月
に
竣
工
し
た
新
館

（
二
期
工
事
分
）
　
へ
の
引
っ
越
し
が
、

我
が
農
芸
化
学
は
夏
休
み
中
に
ほ
ぼ

完
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
は
研

究
も
軌
道
に
乗
り
、
快
適
な
環
境
の

中
で
、
日
夜
、
研
究
・
教
育
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
新
館

内
部
の
様
子
を
少
し
お
見
せ
し
ま

す
。
実
物
の
全
体
を
見
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
下
さ
い
。
い
つ
で
も
大
歓
迎
し

ます。な
お
、
永
年
使
っ
て
き
た
旧
館
は
、

す
で
に
当
学
部
の
手
を
離
れ
て
大
学

本
部
の
管
理
す
る
建
物
と
な
っ
て
お

り
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
て
、

立
ち
入
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
「
取
り

壊
し
予
算
」
の
都
合
で
、
旧
館
の
一

号
館
と
二
号
館
は
、
ま
だ
当
分
の
間
、

残
り
そ
う
で
す
。
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今
年
の
就
職
試
験
状
況

農
芸
化
学
主
任
　
山
田
哲
也

今
年
の
就
職
戦
線
は
超
氷
河
期
と

世
間
で
も
云
わ
れ
て
い
る
様
に
就
職

希
望
の
学
生
諸
君
は
大
変
苦
労
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
間
で
も
ま
だ
ら
模

様
が
あ
り
、
四
年
男
子
は
比
較
的
簡

単
に
決
定
し
ま
し
た
が
、
女
子
は
非

常
に
苦
戦
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
と
比
べ
て
も
様
変
わ
り
し
た

い
く
つ
か
の
点
を
述
べ
ま
す
と

一
．
大
学
を
通
じ
て
の
求
人
が
激

減
し
た
こ
と
。
即
ち
、
求
人
誌

を
通
じ
て
の
求
人
が
完
全
に
一

般
化
し
、
企
業
も
大
学
を
通
じ

て
求
人
す
る
よ
り
寧
ろ
広
く
人

材
が
得
ら
れ
し
か
も
就
職
希
望

者
が
以
前
よ
り
十
倍
以
上
に
も

増
加
し
た
と
の
こ
と
で
、
景
気

の
良
い
と
き
に
人
集
め
で
非
常

に
苦
労
し
た
人
事
担
当
者
に
と

っ
て
は
喜
ば
し
い
状
況
と
云
え

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
反
面
で

は
景
気
の
良
い
と
き
良
い
人
材

を
送
る
こ
と
を
さ
ぼ
っ
て
い
た

私
達
大
学
関
係
者
に
対
す
る
痛

烈
を
し
っ
ぺ
返
し
で
し
ょ
う
。

私
の
考
え
で
は
こ
の
傾
向
は

増
々
強
ま
り
、
結
果
と
し
て
将

来
は
米
国
並
み
に
な
り
、
大
学

は
就
職
あ
っ
せ
ん
機
能
を
殆
ど

喪
失
す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
教
官
に
と
っ
て
は
あ
る
意
味

で
は
淋
し
い
こ
と
で
す
が
、
一

面
救
わ
れ
る
点
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
少
な
く
と
も
主
任
に

を
る
と
春
か
ら
初
夏
に
か
け

て
、
一
日
の
大
半
が
求
人
に
御

訪
問
頂
い
た
方
々
の
面
談
で
暮

れ
て
し
ま
っ
た
過
去
が
全
く
信

じ
ら
れ
な
い
程
で
、
今
年
は
訪

問
者
は
数
名
で
し
た
。

二
．
学
生
諸
君
が
求
人
誌
を
通
じ

て
得
た
情
報
で
、
自
分
で
積
極

的
に
求
職
に
ど
ん
ど
ん
動
い
て

い
る
こ
と
で
す
。
従
っ
て
企
業

側
か
ら
、
こ
ん
な
学
生
か
ら
申

込
み
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
学

生
に
試
験
日
を
通
知
下
さ
い
と

連
絡
を
も
ら
う
事
が
増
え
ま
し

た。
私
共
に
求
人
の
申
し
込
み
が

を
か
っ
た
の
で
「
今
年
は
採
用

を
見
送
っ
た
の
か
を
」
と
思
い

込
ん
で
い
た
事
が
、
こ
ん
な
経

緯
で
そ
う
で
は
な
い
と
知
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
前
述

の
理
由
で
企
業
の
人
事
担
当
者

も
こ
れ
を
学
生
の
積
極
性
の
尺

度
と
考
え
歓
迎
し
て
い
る
様
で

す。

三
．
院
生
が
敬
遠
さ
れ
始
め
た
こ

と
。
今
年
は
大
手
製
パ
ン
企
業

は
全
て
院
生
は
採
用
し
な
い
と

の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
多
分
大
学
院
を
出
る
と

現
業
的
仕
事
を
嫌
う
、
又
は
現

場
に
出
す
と
退
職
し
易
い
と
考

え
た
た
め
と
思
い
ま
す
。
問
題

は
こ
の
傾
向
が
製
パ
ン
業
界
だ

け
で
な
く
他
の
部
門
の
企
業
に

も
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で

す
。
私
共
の
認
識
で
は
学
生
が

大
学
院
に
二
年
在
学
す
る
と
、

こ
の
間
に
教
官
が
密
着
し
た
形

で
指
導
す
る
た
め
、
驚
く
程
レ

ベ
ル
も
能
力
も
u
p
す
る
の

で
、
企
業
の
即
戦
力
と
な
る
と

考
え
ま
す
。
従
っ
て
こ
れ
は
企

業
側
の
誤
解
と
私
共
の
P
R
不

足
に
よ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

企
業
側
に
再
認
識
頂
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
（
）

以
上
思
い
付
く
ま
ま
勝
手
に
述
べ

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
未
だ
未

決
走
者
も
何
人
も
居
り
ま
す
の
で
、

是
非
卒
業
生
の
皆
様
に
就
職
関
連
の

情
報
を
私
共
に
寄
せ
て
頂
け
ま
す
様

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
御
元
タ

昭
和
二
十
年
終
戦
直
後
の
九
月
、

半
ば
焦
土
と
化
し
た
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
を
巣
立
ち
、
大
阪
市
立
生
活
科
学

研
究
所
栄
養
科
に
三
年
半
勤
務
、
二

十
四
年
四
月
縁
あ
っ
て
農
学
部
の
前

身
三
重
農
林
専
門
学
校
農
産
製
造
科

に
赴
任
し
て
か
ら
三
十
七
年
、
六
十

一
年
三
月
三
重
大
退
官
後
、
直
ち
に

享
栄
学
園
鈴
鹿
短
大
生
活
学
科
に
七

年
間
勤
務
後
定
年
退
職
。
そ
の
間
名

古
屋
大
学
農
学
部
、
三
重
大
学
教
育

学
部
や
一
般
教
育
そ
の
他
で
も
永
年

教
鞭
を
と
っ
て
き
た
。
光
陰
矢
の
如

し
を
身
を
持
っ
て
実
感
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

現
在
は
、
太
陽
学
園
バ
イ
オ
テ
ク

滝
先
生
を
偲
ん
で

去
る
八
月
五
日
、
三
重
大
学
名
誉

教
授
滝
基
次
先
生
が
急
性
肺
炎
の
た

め
八
十
五
歳
に
て
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
の
こ

と
で
、
誠
に
心
痛
に
耐
え
ま
せ
ん
。

先
生
は
、
昭
和
九
年
東
京
帝
国
大
学

農
学
部
を
ご
卒
業
後
、
茶
業
組
合
、

蚕
業
試
験
場
、
三
井
物
産
を
経
て
、

昭
和
二
三
年
三
重
農
林
専
門
学
校
に

赴
任
さ
れ
、
昭
和
二
八
年
か
ら
昭
和

四
八
年
ま
で
三
重
大
学
農
学
部
教

授
、
さ
ら
に
昭
和
五
六
年
ま
で
松
坂

女
子
短
期
大
学
教
授
と
し
て
ご
活
躍

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
退
官
後
も
し
ば

し
ば
研
究
室
に
来
ら
れ
、
澱
粉
の
研

究
を
続
け
ら
れ
た
り
、
学
生
の
指
導

ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と

に
か
く
記
憶
力
抜
群
で
生
き
字
引
き

の
よ
う
で
あ
り
、
澱
粉
の
こ
と
な
ら

文
献
を
調
べ
る
前
に
、
ま
ず
先
生
に

お
聞
き
す
る
の
が
常
で
し
た
。
そ
し

て
、
研
究
に
対
す
る
情
熱
は
最
後
ま

で
衰
え
を
知
ら
ず
、
我
々
は
た
だ
敬

服
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
こ
こ
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（久松）

ノ
ロ
ジ
ー
科
で
週
二
日
、
微
生
物
工

業
、
応
用
微
生
物
学
の
講
義
を
担
当

し
て
い
る
。
こ
の
学
園
で
は
農
化
三

十
五
回
卒
の
山
田
弘
美
さ
ん
が
生
化

学
や
実
験
な
ど
で
頑
張
っ
て
お
り
、

そ
の
外
多
く
の
三
重
大
関
係
者
・
卒

業
生
や
名
古
屋
大
学
、
三
重
短
大
の

元
教
授
や
教
授
が
講
義
や
実
験
を
担

当
し
て
い
る
。
生
物
工
学
会
、
農
芸

化
学
会
な
ど
私
の
講
義
に
関
係
の
あ

る
諸
学
会
に
は
時
間
の
許
す
限
り
出

席
し
講
義
の
充
実
に
つ
と
め
て
い

る
。
又
居
住
し
て
い
る
河
芸
町
関
係

で
は
開
発
審
議
会
に
参
画
し
、
旧
三

重
大
第
二
農
場
か
ら
西
南
部
に
か
け

て
の
広
大
を
グ
リ
ン
ガ
ー
デ
ン
構
想

の
推
進
等
に
つ
と
め
て
い
る
。

趣
味
の
面
で
は
、
折
角
田
舎
住
い

を
し
て
い
る
の
で
花
井
園
芸
（
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
、
柑
橘
類
、
柿
、
栗
、

四
季
の
花
栽
培
な
ど
）
、
朗
吟
、
旅
行
、

駄
句
作
り
な
ど
楽
し
ん
で
い
る
。

と
あ
る
機
会
か
ら
知
人
の
勧
め
で

詩
吟
の
会
に
入
っ
た
。
当
時
五
十
路

も
半
ば
過
ぎ
て
い
た
私
は
、
自
信
も

経
験
も
全
く
な
か
っ
た
が
、
年
相
応

の
趣
味
を
も
ち
た
い
気
特
と
、
ス
ト

レ
ス
解
消
、
精
神
統
一
と
深
い
呼
吸

に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
を
も
考
え
合
せ

て
、
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
に
入
り

朗
吟
を
始
め
た
。
朗
吟
を
始
め
る
と

や
れ
大
き
を
声
を
出
せ
と
か
、
力
強

い
声
を
つ
く
れ
、
年
相
応
の
枯
れ
た

声
を
培
え
、
感
情
を
こ
め
ろ
と
か
い

ろ
い
ろ
で
て
く
る
。

民
謡
は
心
の
故
郷
、
詩
は
魂
の
故

郷
と
い
わ
れ
、
詩
を
吟
じ
る
に
は
作

者
と
一
体
に
な
り
そ
の
魂
を
理
解
し

を
け
れ
ば
本
物
に
は
な
ら
ぬ
よ
う
で

あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
制

中
学
時
代
に
漢
文
を
習
っ
て
か
ら
四

十
年
も
の
ブ
ラ
ン
ク
の
後
、
詩
と
朗

吟
を
か
じ
り
始
め
た
。

李
白
の
「
静
夜
思
」
、
杜
牧
の
「
山

行
」
、
杜
甫
の
「
春
望
」
、
張
継
の
「
風

橋
夜
泊
」
、
王
輪
の
「
涼
州
詞
」
、
孟

浩
然
の
「
春
暁
」
、
夏
目
漱
石
の
「
無

題
」
、
頼
山
陽
の
「
不
識
庵
横
山
を

撃
つ
の
図
に
題
す
」
、
藤
井
竹
外
の

「
芳
野
」
、
上
杉
謙
信
の
「
九
月
十
三

夜
」
な
ど
人
口
に
広
く
胎
灸
さ
れ
て

い
る
不
朽
の
名
作
で
、
私
に
と
っ
て

も
特
に
味
わ
い
深
く
、
先
賢
の
偉
大

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
本
県
が
生

ん
だ
偉
大
を
俳
聖
松
尾
芭
蕉
で
す

ら
、
そ
の
不
朽
の
名
作
「
奥
の
細
道
」

に
「
春
望
」
の
一
節
「
国
破
れ
て
山

河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
木
探
し
」

を
の
せ
て
い
る
程
で
、
私
の
よ
う
な

理
工
系
出
身
の
素
人
目
に
も
良
い
詩

の
作
者
が
い
か
に
優
れ
た
才
能
の
持

ち
主
で
あ
る
か
が
伺
い
知
れ
る
。

筆
者
は
三
重
大
学
、
名
古
屋
大
学

や
太
陽
学
園
な
ど
で
酒
造
学
、
微
生

物
学
、
生
物
学
的
廃
水
処
理
そ
の
他

の
講
義
を
担
当
し
、
又
良
い
酒
（
？
）

を
少
々
嗜
む
の
で
、
今
回
は
酒
に
か

か
わ
る
詩
に
つ
き
二
、
三
書
い
て
み

た。
先
づ
、
王
輪
の
七
言
絶
句
の
傑
作

「
涼
州
詩
」
を
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

葡
萄
の
美
酒
　
夜
光
の
杯

飲
ま
ん
と
欲
す
れ
ば
　
琴

上
に
催
す

酔
う
て
沙
場
に
臥
す
　
君
笑
う

こ
と
莫
れ

古
来
征
戦
　
幾
人
か
回
る

荒
涼
た
る
砂
漠
を
背
景
に
白
玉
の

杯
で
美
酒
を
く
み
か
わ
す
中
で
戦
場

に
お
も
む
く
兵
士
の
心
情
が
よ
ま
れ

て
お
り
、
悲
し
み
の
情
を
直
接
あ
ら

わ
し
て
な
い
と
こ
ろ
が
か
え
っ
て
悲

し
み
を
誘
っ
て
い
る
。

本
宮
三
香
作
の

四
海
波
情
か
に
し
て
　
瑞
色
披

相
生
の
松
は
茂
り
て
　
枝
を
鳴

き
ず

高
砂
の
一
曲
　
喜
び
極
り
無
し

葵
は
画
し
　
三
三
九
度
の
后

こ
の
「
四
海
波
」
を
結
婚
祝
の
席

で
吟
ず
れ
ば
、
私
の
よ
う
な
口
下
手

が
あ
り
き
た
り
の
祝
辞
を
の
べ
る
よ

り
、
よ
ほ
ど
気
が
利
い
て
そ
う
で
あ

る。

美
酒
元
来
　
吾
が
好
む
所

斗
杯
傾
け
尽
し
て
　
人
驚
倒

古
謡
一
曲
　
芸
域
の
中

飲
み
取
る
　
名
鎗
日
杏
子

こ
れ
は
松
口
月
城
作
「
名
鎗
日
本

号
」
で
あ
る
が
古
謡
一
曲
の
前
に
、

今
様
、
酒
は
飲
め
飲
め
飲
む
な
ら
ば

…
：
で
始
ま
る
黒
田
武
士
を
入
れ
て

吟
す
れ
ば
、
席
の
引
き
立
て
に
も
な

り
ま
し
ょ
う
。

新
体
詩
で
は
、
小
諸
な
る
古
城
の

ほ
と
り
雲
白
く
遊
子
悲
し
む
…
：
で

始
ま
る
島
崎
藤
村
の
あ
ま
り
に
も
有

名
な
作
は

千
曲
川
　
い
ざ
よ
う
波
の
岸
近

き宿
に
の
ぼ
り
つ

濁
り
酒
　
濁
れ
る
飲
み
て
草
枕

し
ば
し
慰
む

と
結
ば
れ
て
い
る
。
新
体
詩
調
に
吟

ず
れ
ば
、
こ
よ
な
く
旅
情
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

お
わ
り
に
駄
句
一
句

わ
ら
ん
べ
の
柿
と
り
き
た
る

故
郷
の
縁
一
生

皆
様
の
ま
す
く
の
御
発
展
、
御

多
幸
を
祈
り
つ
つ
筆
を
お
き
ま
す
。



（4）翠
一

〃－

一平成　7　年12月1日

iiii宮 �連流黒星用品畑＼出iii譲二出品畑二間 �����������：間星詰i一 

繋撥 �党人繊 ヾ・ � � �総 �鷲、 �、捺 � � �藻 薫 鴬 � � � � � �人へアイ振、 ′i �，．”簸 ∴ヽ ヽ華 � � �＼、ヾ ”′謹 �賎鴎前 審●ヽ ＼ ノン �寝を　′ �撚 薫′ �懇談 、緑← � � �イ′ �溜 �寸、 � � � � � � �華 美 � �繕総 きく � �′ヽ �鰯 i j �華 � �欝 籠 � �綴鱗 ※繕 、′鰯 � �離籍 人シ；く 駕 

ノ　ミ〕 � ���������� � ���� 

＼ �� � � � � � � �身 � � � � � � � � � � � � � � � � �∴ � � � � � � � � � � �緯 � � � � � �� � � � 

〉 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �鯨 � � � � �￥を �人海 �ヽイセ �ヽ　　　ヽ　■ � � �，鴇 � � � �※謙 � � � �餓え � � � �ヽY � � 

？ � �態 � � � � � � � �ま 繋 � � � � � � � � � � �奪 �鰯 � �薄 �ヽ 逸 � � �� � � � 

i 畿 �ヾ∴ 粍 球 宴 �哉 激務 ‡、裳 ヽ′ 藻 ヾ 穀 ：ヽ ．．‡ � � �寧 � �￥ 妻 �ヽ　ヽ � � � � � � ���事 態 �緑 聡 宴拙溌 �� � �∵ 角 � � �緩 着 ！ ！ 、† �繚 �； l �＊ ヾ �＄ �繕 灘 ヽ＼ �＼ ；中 華 i �総 �人事 �＼＼ i � �掌 糞 �醗 ◆ �く く �熊 溌 i 牽 �護 イヽ ふ × 嚢 � � �＼ � �鰯 …・ 熊， 、、、、綴 ；：……・ �策 写 く ま・ ＼ヽ 華： �熊 手 議 弱 ∵ 熟 

） � � � � � � � � � � �i �i �綴 ．ご 

÷： �簿驚 �蕊繕 � ��、i∴譲 �・－ � �ヾ・：∴ 

∵∴「：阜∴「 ��宗麟 �「：：恕薬： � �＼∴∴ 

．課」、… 

トili． � � �∴∴∴ �� �＼∴ 繍鱗滋鉦、 � �　∴∴∴ ∴ヾ：∴ � �鐙 � 

・・、・盟託時事　1－冷淡間 �� �� �� �凄：i ��一、“「婆 ∴“－∴∴ ：∴ii 

二三子．“： ：－、∴：－ 　鷲． 一一．・：ノーー 　∴∴∴ 　妻妾 ��������� �：「：∴∴∴∴∴．∴： ∴ふ ・“・∴・意 義：・■ � �嚢欒 �薫 蒸驚∴言霊 ・‥滋討：謀 ．：“郷 、∴ヽ �・窪＿ 難“＝’；÷：二．＿＿ ：・：ヽ‾， ー＿享÷∵∵誓 シノーi、‘－：・㍉∴－ 、 主．‥：※瑳一三 ���：∴ 、・ �蔓潜二≡喜 � 

薬類霊薄i二二 芯芯∴：：「 ヾ ・プア ��三善類題 ∴＼議澄ま∴ ∴、．嫌 を：“． ー；：鬱‥享 ∴∴ �� � ��1－－察 ��誓∵∵ヰ ：、、∴．． ＼醸‾＿撃 ��yl �丈‾＝　ヽ・一三 �ト：∴： ∴一、∴∴′i∴∴－、 ‾？∵宣誓蔓姦養‥‥‥㌻毒∴ ＿－●：二二 �”箪繋三塁灘二 ∴言∴∴∴ ：1－＿．i ＼∴ 禽 �‾一二‾、 ∴：＼ ��一一・顎蟻 褒‥三二善業や怒ま繁務 ≡謙∵÷‾‾‾‾三言言霊＿＿紫綬 ：∴： 怠i‾一二三二 二！：÷ �謬墾蕊二二＿ 撥・藤懸慈繋‾三‾ ＼＼ ∴‘ヽ 13 ‘態撃 �■＝∴三 

≡閣麗国際閻醒閣閲国際 ��������� �：∴ �� �嚢三三三‾◆薫 � 

葉 養蚕票 差窯業繁‾ ．∴∴ ���������� ����：書∴：●∴∴ �畿譲二‥：二：：‥‥：：　諜 ��� � � 

享 �・鶏 翳 薫 議．澄 ∴－∴ 二三一≡∴舌 �� �一・くヽ、 ま．・ 子蜜 �襲 i欝 ∴∴∴ �〆．∴∴∴＼ 謬：遥襲欒 一七∴避緊 つとJo ‾d′二義i・‾‾ �馨欝 ：∵ �惣翳‾ �＿鞄 �緊這 ー緊∴㌫： く寧∵－‘ つ舘参，「一 言′，一 �：「；、； �一 議鶏；雫ニ：嚢 　∴∴∴ ���：ゝ事，： �誓三幸二． ＿題登“‥・峯 ヽ：： …擬撥怒繋嚢鱗議 �二，‘ヽ ‾∵∴′ゝ∴ 犠璃強襲饗 三三葉蘭議 �・－欝醗察 ∴∴∴ ‘雪辱さ毯さ・ �議撥 �鮨瀦・・：・＝饗－ “；：葦一一一：一一 ∴、∴ ∴∴十 �‥銭－ ＼∴∴ �緩 ま蜜 

｝持、 灘駿 �′′ 暮灘駁鰯， t′ヽヽ �ヽ′　ヽヽヽ イノ′ 、、ヽ湿ヽ、ゝ � �憐了、′′融 　綴綬鱗 � �＼∴ �ヽ＼ � �泌広 � � � ��3線、 � � � � � �ノ駕綴綴 

滋治－ � �人′′　　￥ ��������� � � ������ �、事や 

雑 ヽ人 ��一　．　－ �；寸 蕪 �轢畿綴総′、 懸秦 �労 ��ヾ ��撥態 � �鶉鮮 � �一＼　　十1㌧∴∴ � � � � � �Yh、鮨鰯鰹醗醗 �ヽ　　く 

繕 �※綴緩く �搬 �精霊 �綴慈 �蕊、鑓 � � � � � � � � � � � �二義　　　　イ 

ヾ �ヽヽ←ヽ、 鱗 � �ぉ∴ 〉’ � � �● �緩 i �崇 を● �繍 ；◆●｛ 華 � �○ �銃馳・ 鰯 鸞綴 ヽ、′ � �灘 � � � � � 

＊ ＿謡へ �ヽ i繋； �語　′鵠 ヾ＼ �蛮 惑 ヽす ぐ＼ ・＼ ヽ｛ 窮 海 ll il 粧 �ヾ∴． ：警∴ I ヽヽ 盤薄鰹藍朝潮 や′…・’ 膏′鱗 ・。・． 高 こ注ぐ／） や 洩鴎一、 ∴∵∴∴ �） メ �l タ● � �策 � �、諒 ．ヽ ご：ごi－ � � �� �詳 �‡く ヽ ’〉 ヽ � 

総高 ∵∴ ′ヽ）l Il′ ′′、蕊 を高時子ぶ 組照縞 〈総 iI畿 登 様 憑 子ヽ �������ヾ∴ヽ ヽ、′ I 黒．〟 、、烏 Il ー ��■∴∴∴∴言 や1㌍ 羨ノ叛 ） �〉」 �篤 〉 ノン′ く �総 �子、 j ￥ ぐ、1 〉1 、1－ 11 1 ��　ノへ、， “令 　名 綴溺離陸凋騒闘藍雷 ）、′、ゝ湾｝ノ 　ーく l 

！ ヽ東 急鱗 �擬態 ′鰯 li 轄‘鷲 �患 綴 �麗懸 垂言霊 垂心煎 �定’｛ ・・林 軽｝ ヾゼ ノ塩 ．、′綴 � � �策 �ま う傑 　3 8、、 � �単 層 1、 星 11 ） 〉● 態 �　∫′ 、∴運べ士 　や′リ 竜、へ、、 宅，盤 ��描轡 �　4 、撥4 �ソ／ � �隷 �　＄ ：∴ 結　く、‘、 
千 言∴∴ヾ � ��X ��㌫需品高 � � �＼ �ヽ1〉 �演台高士、 �l！ It 

萩撥 �＼∴「 � �� �総綴、 灘縦、 � � � � � �熊餓駆縛高瀬高畠競 �窯溺慾緩 　■ 〆、雑録怨鮮賦披 
′ヽヽ′′′′ヽ �ヽ　ヽ �、繍懇 ：∵： ／〝、ヽプ＊ ヽノ、〉 �、サヽ 壌掬燥 糞．人 ′ヽ � � ��灘轢 溝待衰・、、 �・年 端経薄 くヽ ■′、 綴絵 描謝辞 撥畿 �難く 統 � �総鰯′ イ◆● �� ��� �千　　　〇ヽ　　′ �持場；：絹　：；小 

旧
友
と
の
語
ら
い
は

明
日
へ
の
活
力
が
湧
く

専
3
　
ク
ラ
ス
会

平
成
七
年
十
月
六
日
⑤
～
七
日
①

に
、
専
三
の
第
十
回
ク
ラ
ス
会
が
魚

九
の
美
杉
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
・
ア
ネ

ッ
ク
ス
に
一
泊
し
て
二
十
一
名
の
参

加
者
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。
振
り
返

れ
ば
昭
和
二
十
六
年
の
春
、
卒
業
し

て
か
ら
四
十
四
年
と
六
ケ
月
、
ク
ラ

ス
会
も
第
十
回
を
数
え
る
こ
と
と
な

った。第
一
日
日
は
、
昼
間
は
希
望
者
を

募
っ
て
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
　
（
美
杉
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）
と
、
新
装
成
っ

た
大
学
（
生
物
資
源
学
部
）
の
見
学

が
行
わ
れ
た
。
ゴ
フ
ル
は
鈴
木
（
重
）

君
が
取
り
仕
切
り
、
大
学
見
学
は
大

学
を
定
年
退
官
の
元
教
授
、
嶋
田
君

が
、
生
物
資
源
学
部
上
品
田
本
山
専

修
寺
－
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
案

内
役
を
務
め
た
。

夜
は
会
場
で
、
先
ず
最
初
に
物
故

さ
れ
た
一
見
覚
君
、
新
堂
昇
君
、
神

田
芳
文
君
、
小
林
隆
君
の
四
君
の
冥

福
を
祈
っ
て
黙
稿
を
捧
げ
て
か
ら
、

恒
例
の
宴
会
に
入
っ
た
。
魚
九
ア
ネ

ッ
ク
ス
の
目
玉
料
理
の
松
葉
ガ
二
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
酔
も
ま
だ
ま

わ
ら
ぬ
内
に
と
い
う
こ
と
で
全
員
、

順
番
に
一
人
三
分
間
で
近
況
報
告
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
結
局
時
間

を
気
に
し
な
が
ら
喋
っ
た
の
は
、
は

じ
め
の
二
一
～
四
人
で
、
あ
と
は
質
問

あ
り
、
ひ
や
か
し
あ
り
な
ど
の
楽
し

い
や
り
と
り
の
中
で
、
お
互
い
持
ち

時
間
の
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
様

で
、
宴
会
予
定
三
時
間
は
い
さ
さ
か

短
す
ぎ
た
様
だ
。
然
し
服
部
君
の
神

戸
大
震
災
の
報
告
で
は
盃
の
手
も
止

ま
り
、
大
震
災
の
脅
威
を
身
に
し
み

て
感
じ
た
。
家
の
中
の
ク
ラ
ッ
ク
が

日
を
増
す
に
従
っ
て
め
だ
っ
て
く
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
齢
の
せ

い
か
報
告
の
中
で
は
病
気
の
こ
と
、

健
康
管
理
の
こ
と
も
多
く
、
話
題
も

つ
き
ぬ
ま
ま
、
次
回
二
年
後
は
関
西

方
面
で
実
施
と
い
う
こ
と
で
幹
事
を

決
め
て
お
開
き
と
し
た
。
司
会
、
進

行
は
原
田
君
が
務
め
た
。

宴
会
の
あ
と
は
幹
事
の
部
屋
に
殆

ど
全
員
が
集
ま
っ
て
来
て
、
風
邪
で

急
に
出
席
出
来
な
く
な
っ
た
中
村
君

差
し
入
れ
の
甘
栗
を
食
べ
な
が
ら
、

談
笑
は
深
夜
に
及
ん
だ
。
学
生
時
代

の
絆
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
″
楽
し

き
か
な
ク
ラ
ス
会
〟
の
一
夜
で
あ
っ

た。
明
け
て
二
日
目
は
、
宮
本
君
が
急

用
で
帰
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た

が
、
地
元
の
幹
事
、
奥
田
君
手
配
の

手
土
産
を
全
員
に
配
布
、
車
に
分
乗

し
て
演
習
林
－
若
宮
八
幡
宮
－
北
畠

神
社
と
ま
わ
り
、
神
社
境
内
横
の
雪

姫
享
で
は
部
屋
を
借
り
切
っ
て
の
二

次
ク
ラ
ス
会
的
な
昼
食
会
を
も
っ

た
。
席
上
、
今
回
の
残
金
は
「
専
三

ク
ラ
ス
会
基
金
」
に
繰
り
入
れ
る
こ

と
を
決
め
て
、
ニ
年
後
の
再
開
を
約

し
て
解
散
し
た
＝

演
習
林
は
嶋
田
君
が
、
見
学
の
道

順
の
選
定
に
つ
い
て
は
奥
田
君
、
市

川
君
、
草
深
君
が
、
ま
た
、
雪
姫
享

で
の
昼
食
会
は
市
川
夫
妻
が
担
当
し

た
。
な
お
、
二
日
間
を
通
し
て
の
記

念
撮
影
は
市
川
淳
君
、
あ
と
始
末
の

会
計
は
陽
ち
ゃ
ん
が
処
理
し
て
く
れ

た。
今
、
こ
の
原
稿
を
書
か
さ
れ
な
が

ら
思
う
に
、
今
回
の
ク
ラ
ス
会
は
、

飲
ん
で
歌
っ
て
く
り
出
し
て
、
と
い

っ
た
派
手
を
パ
タ
ー
ン
で
は
を
く

て
、
ほ
ど
ほ
ど
に
酔
っ
て
、
気
の
お

け
ぬ
者
同
志
が
語
ら
い
を
が
ら
楽
し

む
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と

思
う
。
そ
し
て
ま
た
、
明
日
へ
の
活

力
の
湧
く
二
日
間
で
も
あ
っ
た
と
思

う
○（

幹
事
）
市
川
淳
・
陽
子
、
奥
田
、

嶋
田
、
鈴
木
（
重
）
、
原
田
、
鈴
木
（
幸
）

1
－
鈴
木
（
幸
）
・
記
－

気
分
は
青
春

真
っ
只
中
〃

大
4
　
ク
ラ
ス
会

今
回
の
総
会
後
に
級
友
薮
本
君
の

退
官
記
念
祝
賀
会
を
催
す
と
聞
き
、

同
君
の
長
い
間
の
労
に
報
い
る
べ
く

ク
ラ
ス
会
を
企
画
し
て
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
多
数
馳
せ
参
じ
た
。
会
終
了

後
鳥
羽
へ
直
行
、
先
発
し
て
い
た
奥

方
達
と
合
流
す
る
。

総
勢
十
七
名
会
っ
た
瞬
間
か
ら
還

暦
を
過
ぎ
た
年
齢
も
忘
れ
、
気
分
は

青
春
真
っ
只
中
。
宴
会
終
了
後
一
室

に
机
を
運
び
入
れ
自
販
機
の
ビ
ー

ル
、
酒
、
つ
ま
み
を
集
め
深
夜
ま
で

時
効
に
な
っ
た
学
生
時
代
の
悪
事
の

暴
露
、
思
い
出
話
、
孫
の
話
、
趣
味
、

健
康
、
ゴ
ル
フ
、
プ
ロ
ポ
リ
ス
の
話

か
ら
飛
躍
し
て
級
友
松
尾
君
の
い
る

ブ
ラ
ジ
ル
へ
遊
び
に
行
こ
う
　
－

等
々
話
題
は
つ
き
な
い
。

生
来
の
地
声
か
そ
れ
と
も
年
齢
の

せ
い
か
、
と
に
か
く
堂
戸
が
で
か
い
。

日
頃
自
分
の
亭
主
だ
け
か
と
心
配
し

て
い
た
奥
方
達
も
妙
に
納
得
？
　
た

だ
あ
き
れ
て
い
た
。

翌
朝
、
夜
来
の
雨
も
あ
が
り
、
爽

や
か
を
鴬
の
鳴
き
声
と
、
眼
下
に
亡

が
る
根
と
朝
も
や
に
か
す
む
静
寂
を

鳥
羽
湾
の
眺
望
は
ま
さ
に
水
墨
画
の

世
界
だ
っ
た
（
）

朝
食
後
、
今
回
の
ク
ラ
ス
会
に
心

な
ら
ず
も
病
気
療
養
中
の
た
め
参
加

で
き
な
か
っ
た
級
友
藤
田
君
に
参
加

者
全
員
で
激
励
の
寄
せ
書
き
を
し
た

た
め
る
。

総
会
当
日
の
学
園
祭
で
後
輩
の
バ

ザ
ー
に
協
力
し
た
農
場
特
性
の
味
噌

や
ジ
ャ
ム
の
缶
詰
を
手
土
手
に
次
回

の
元
気
を
再
会
を
約
束
し
て
各
自
帰

路
に
つ
い
た
。

以
前
か
ら
趣
味
で
始
め
た
彫
刻
も

今
や
そ
の
域
を
越
え
革
仏
会
会
員
と

し
て
活
躍
す
る
級
友
の
勝
田
君
か
ら

［
聖
徳
太
子
立
像
］
を
退
官
記
念
に

薮
本
君
御
夫
妻
へ
贈
呈
し
た
一
）
作
品

の
見
事
さ
に
一
同
感
銘
し
た
こ
と
を

追
記
す
る
。

（渋谷記）

還
暦
を
忘
れ
て

大
い
に
楽
し
く

大
6
　
ク
ラ
ス
会

高
橋
孝
雄
学
部
長
（
大
穴
）

再
選
さ
る
〃
〃

こ
の
度
、
五
年
毎
ぐ
ら
い
に
開
催

し
て
き
た
三
三
年
率
（
六
期
生
）
の

同
窓
会
を
予
定
通
り
、
五
月
二
七
、

二
八
日
に
束
尋
坊
で
有
名
な
芦
原
温

泉
で
行
い
ま
し
た
。
嶋
林
先
生
、
前

田
先
生
、
沢
田
先
生
に
も
御
出
席
頂

く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
た
が
、
学

会
、
会
議
等
で
お
忙
し
く
残
念
な
が

ら
御
招
待
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

卒
業
生
二
九
名
は
皆
健
在
で
し

て
、
一
人
名
参
加
の
予
定
で
し
た
が
、

急
用
が
出
来
、
間
際
に
な
っ
て
一
四

名
出
席
と
成
り
ま
し
た
。
写
真
の
様

に
、
前
列
左
か
ら
服
部
英
、
服
部
照
、

杉
本
、
豊
田
、
伊
藤
、
川
上
、
上
瀬
、

後
列
左
か
ら
西
垣
、
川
内
、
永
田
、

西
川
、
加
納
、
大
杉
、
松
尾
で
す
。

丁
度
、
今
年
は
六
〇
歳
の
還
暦
を

迎
え
る
年
で
あ
り
ま
し
て
、
人
生
の

節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
な
か

な
か
の
好
々
爺
で
一
瞬
見
間
違
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
温
泉
に
つ
か
っ
て
、

堅
剛
の
珍
味
を
味
わ
い
な
が
ら
杯
を

重
ね
、
伊
藤
の
ヨ
ー
デ
ル
、
カ
ラ
オ

ケ
、
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
藤
本
の
F
A

X
紹
介
な
ど
宴
た
け
な
わ
と
成
り
ま

す
と
、
懐
か
し
い
学
生
時
代
に
戻
っ

て
い
ま
し
た
。
皆
元
気
一
杯
の
若
者

達
で
、
少
し
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
負
け
ら
れ
ぬ

と
各
界
で
現
役
で
御
活
躍
の
方
や
、

第
二
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て
る

方
達
ば
か
り
で
頼
も
し
く
思
い
ま
し

た。

二
次
会
で
も
、
大
い
に
飲
ん
で
肩

を
組
ん
で
歌
い
、
盛
り
上
が
り
ま
し

て
、
青
春
を
謳
歌
し
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
日
の
二
八
日
に
は
、
藍
色
の
日

本
海
を
眺
め
て
一
人
ホ
ー
ル
の
パ
タ

ー
ゴ
ル
フ
に
興
じ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ

に
は
九
名
出
走
し
ま
し
て
、
後
半
激

し
く
競
り
合
い
ま
し
た
が
、
一
着
は

七
四
の
川
内
、
服
部
照
の
同
時
ゴ
ー

ル
で
し
た
。
昼
食
後
、
芦
原
温
泉
名

物
の
お
土
産
を
色
々
買
っ
て
、
長
閑

か
な
温
泉
町
を
後
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
次
回
の
同
窓

会
は
加
納
、
松
尾
の
幹
事
で
、
早
い

目
に
関
東
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

簡
単
な
が
ら
同
窓
会
の
報
告
と
致

し
ま
す
。

（上瀬記）

高
橋
孝
雄
学
部
長
（
大
六
）
は
平

成
五
年
七
月
の
選
挙
で
生
物
資
源
学

部
長
の
要
職
に
つ
か
れ
、
ご
努
力
願

っ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
る
七
月
に
行

わ
れ
た
選
挙
で
再
選
さ
れ
、
さ
ら
に

二
年
間
お
世
話
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す。

同
窓
会
会
費
（
三
翠

会
費
お
よ
び
三
翠
化

学
会
費
）
の
集
め
方

に
つ
い
て

農
学
部
と
水
産
学
部
の
そ
れ
ぞ
れ

の
同
窓
会
が
合
併
し
、
生
物
資
源
学

部
の
同
窓
会
と
し
て
新
し
く
三
翠
会

が
発
足
し
て
以
来
、
同
窓
会
会
費
の

集
め
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
卒
業
時
に
三
翠

会
終
身
会
費
と
し
て
の
一
万
円
と
構

成
同
窓
会
独
自
の
会
費
（
同
窓
会
に

よ
っ
て
異
な
る
）
を
、
各
コ
ー
ス
の

O
B
教
官
が
集
め
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
表
現
は
不
適
切
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
学
生
の
気
質
が
変
っ

て
き
た
こ
と
、
三
翠
化
学
会
は
ま
だ

多
い
方
で
す
が
構
成
同
窓
会
に
よ
っ

て
は
O
B
教
官
数
が
非
常
に
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
、
会
費
徴

収
が
困
難
か
つ
負
担
と
な
っ
て
き
た

こ
と
に
こ
の
問
題
の
端
を
発
し
て
お

り
ま
す
。

検
討
途
上
で
い
ろ
い
ろ
の
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
者
詰
ま
り
つ

つ
あ
る
徴
収
案
は
、
入
学
手
続
き
時
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万
円
を
各
構
成
同
窓
会
に
学
生
数
に

応
じ
て
配
分
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
徴
収
案
で

は
色
々
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
構
成
同

窓
会
に
よ
っ
て
活
動
の
程
度
が
異
な

る
こ
と
（
こ
の
点
我
が
三
翠
化
学
会

は
最
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
高
い

と
自
負
し
て
よ
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
）
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
活

動
係
数
の
低
い
同
窓
会
に
と
っ
て
は

尻
を
叩
か
れ
る
こ
と
に
も
を
り
か
ね

ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
案
で
は
、
農
芸

化
学
コ
ー
ス
は
現
在
一
学
年
の
学
生

数
四
〇
名
で
あ
り
、
八
〇
万
円
が
配

分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
額
は
最
近
の
年
会
費
の
徴
収
額
を

若
干
下
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い

ず
れ
、
現
行
の
三
翠
化
学
会
年
会
費

の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
会
則
の
改
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
現
在
の
一
年
生
が
卒

業
す
る
ま
で
の
三
年
半
の
間
腰
を
据

え
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
お
考
え
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
細
か
い
話
は

残
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
七
年

度
入
学
生
か
ら
こ
の
徴
収
法
を
適
用

す
る
予
定
で
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
御
知
ら
せ
し
ご
理
解
を
た
ま
わ

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
文
責
　
古
市
）

三
翠
化
学
会
会
費

納
入
の
お
願
い

平
成
七
年
度
三
翠
化
学
会
費
の
納

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
現
在
の
会
費
納
入
状
況
の

カ
ー
ド
を
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
ご

確
認
の
上
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
て

納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
な
お
不
明

を
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
会
計
幹
事
　
西
川
）

三
翠
同
窓
会
会
費
徴
収
方
法
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
委
員

長
堀
部
教
官
、
総
農
十
一
回
）
の
答

申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

農
学
部
と
水
産
学
部
が
合
併
し
た

こ
と
に
よ
り
同
窓
会
も
合
併
し
規
模

が
大
変
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
活
動
・
運
営
は
シ
ス
テ
ム
的
に

行
う
必
要
が
出
て
き
た
。
な
か
で
も

会
費
の
徴
収
は
重
要
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
会
費
徴
収
は
卒
業
時

に
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

方
々
の
苦
労
と
同
窓
の
教
官
の
減
少

を
考
え
る
と
、
い
ま
ま
で
の
方
法
に

は
極
め
て
不
安
を
感
じ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
を
提
案
す
る
。

一
、
同
窓
会
会
費
は
三
万
円
と
す
る
。

（
内
訳
、
一
万
円
・
三
翠
同
窓
会

入
会
費
用
、
二
万
円
・
構
成
同
窓

会
入
会
費
用
）

二
、
徴
収
方
法
は
入
学
時
の
銀
行
振

り
込
み
と
す
る
。

こ
の
方
法
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
考
え

ら
れ
る
。

①
　
同
窓
会
と
し
て
在
校
生
を
ど
う

す
る
か
。

②
　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
構
成
同
窓

会
の
会
費
徴
収
と
の
関
係
。

③
　
学
生
の
保
護
者
に
た
い
す
る
協

力
依
頼
と
保
護
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
ど
う
す
る
か
。

④
　
学
部
の
全
教
官
の
理
解
を
得
る

必
要
が
あ
る
。

こ
の
方
法
は
、
こ
の
ま
ま
実
施
さ

れ
る
と
し
て
も
早
く
て
も
来
年
四
月

入
学
者
か
ら
の
適
用
に
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
四
年
間
（
今
年
度
の
入
学

者
が
卒
業
す
る
ま
で
）
は
現
在
の
方

法
を
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
間
に
三
翠
化
学
会
と

し
て
の
対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ます。

（小畑記）

卜手
口

本
会
会
員
山
城
秀
生
民
（
大
望

に
は
先
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。


